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　大砂漠。大陸の東西に広がる、この帯状の砂漠が、人々の障壁となっていたのも、遥か昔の話だ。大砂漠を縦貫する谷が、発見されたのだ。
谷の底なら、吹き付ける熱砂も関係ない。水の入手も容易だ。人々は谷を削った。幅を広げ、底を均し、街道としたのだ。ルルグー大回廊である。
　ルルグー大回廊の丁度、中間点に、岩と砂の都、アッサリアは在った。
　アッサリアの往来の片隅、角の崩れた岩を腰掛代わりにして、アガサは座っていた。少し高台に有るここからは、谷底の道が良く見えた。
　谷底の道といっても、馬車が数十台、横並びに進める幅が有る。道の両脇では、商店が軒を連ねていた。その色の多彩さは、ここが砂漠の真中であることを忘れさせる。
　ふと、商人風の男が、アガサの前で足を止めた。アガサを見て、すこし戸惑い、それから声をかけた。
「あんた、もしかして、歌姫だろ？」
　アガサは黙っている。
「髪の色を見れば分かるさ」
　目深に被った頭巾の隙間から、象牙色の髪が一房、いつのまにか零れていた。アガサが、慌てて髪をしまう。
「大丈夫。取って食うつもりはないさ」
　商人が、口を開けて笑う。
「どうだろう？　一曲、歌って聞かせてくれよ。歌姫の歌は、それは素晴らしいものだって言うじゃないか」
　アガサは、首を横に振った。
「いいじゃないか。減るものでもないだろう？」
　アガサは、首を振る。
「歌姫の歌を、一度でいいから聴いてみたいんだ。なあ、頼むよ。少しでいいんだ」
「……」
「金か？」
「……」
「何だよ。さっきから黙り込んで」
「……」
「じゃあ、一言でいい。一言、こんにちは、ってさ。挨拶だろ？」
　それでもアガサは、俯いたままだった。
「俺らみたいな、薄汚れた商人には、声だって聴かせるのも惜しいのか？　金持ちの前だったら、いくらでも口を開くんだろうに」
　商人は忌々しそうに言った。そして、足を前に突き出す。靴の裏が、アガサの座る岩を、叩いた。
「……」
商人はそのまま去っ行った。アガサは彼の背中を目で追いながら、頭巾を被り直す。
やがて、商人は人ごみに紛れ、見えなくなった。髪は、もうはみ出していない。
「アガサ。お待たせー」
　今度は、少年がやって来た。両方の手に、パンを待っている。その片方を、アガサに差し出す。
「なんか有ったの？」
　アガサは首を横に振る。
「そう。なら良いけど。……早く食べなよ。温かい方が美味しいから」
　少年がパンに噛り付く。白くずっしりとしたパンを食い破ると、中から甘辛く煮た肉と野菜が溢れ出す。
「これ、美味いよなあ。大回廊の外でも、売ればいいのにね」
　この大きなパン、一度に肉も野菜も摂れる。そして、歩きながらでも、馬車の上でも、食べることができた。時間に追われる行商人だらけのこの回廊で、大いに流行っていた。
　アガサが、少年の足を蹴る。半分ほどに減ったパンを少年に突き出す。
「お腹いっぱい？　もう。しょうがないなあ。ボクが食べるよ」
　少年は、パンを受け取ると、もう半分も楽々、胃袋に収めた。
アガサが少年を蹴る。
「今度は何さ？」
　蹴り、蹴り。
「……ん、何？　もしかして、飽きたの？」
　アガサが頷く。もしかしなくても、飽きていた。
「でも、これ美味しいのに。…………分かった。晩ご飯は別のにするから、蹴るのを止めよう」
　ルルグー回廊に足を踏み入れたその日、少年はこのパンに出会った。それ以来、少年はこのパンの虜だった。お昼ごはんを買いに行かせれば、迷うことなく、この具入りの白パンを買ってくる。
　疲れていたけど私も一緒に行けば良かった、とアガサは思う。
　アガサは少年の方を向いて、手をチャカチャカと動かす。
（　これから　どうする　？　）
アガサの手の位置、指や肘の曲がり具合、その全てに意味が有った。少年には、それで伝わる。
「まだ行ってない鍛冶屋もあるよね」
（　回る　？　）
「うん。回る。…………ボクだって嫌だよ」
　二人は、頭上を見上げる。谷には、幾つも、岩でできた橋が架けられていた。段違い、筋違いに架けられた橋は、まるで蜘蛛の巣のようである。
いや。蜘蛛の巣は平面だが、アッサリアの橋は立体的なので、より複雑だった。そして、それらの橋にも、太さに応じて、住居や商店、工房が詰まっている。
「この辺、もともとは洞窟だったらしいよ」
　アガサは無言で先を促す。
「あの橋は、架けられたんじゃなくて、削り残しなんだってね。人が通りやすいように、百年かけて洞窟を削ったらしいんだけど、ああいう橋みたいにして、天上の部分を少し残したんだって」
（　どうして　？　）
「土地が足りないから。後は、日よけのためかな。狭い谷底で、工夫してるよ」
（　私　たち　は　疲れる　）
「風情が有るじゃん。疲れるなら、おんぶしようか？」
　アガサは首を振る。
「なんで？」
（　恥ずかしい　）
「へえー」
　少年が、にやりと笑う。
「アガサにも恥ずかしいとか有るんだ。へえー。意外だなー。気にしないで良いのに」
　アガサの、こういう反応は、少年にとって新鮮だった。旅を始めてから、初めてかも知れない。
「ん？　その指の形、なんて意味だっけ」
　目潰し。
「ぎょえええええ！」
少年が目を抑えながらのたうち回る。
「……こ、このボクに目つぶしを当てるとは、やるじゃないか。歌姫、辞めちゃえば？　暗殺者とかどう？　ボク、教えるけど？」
　アガサが、少年の膝の裏を蹴る。早く行こう、という意味だ。容赦が無い。
「アガサ。こっち、こっち」
　一人で勝手に歩き出したアガサを、少年が正しい方向に導く。
向かう先にも、橋が有る。少年たちは、まだ橋の上は回っていなかった。
「それにしても、凄い人だね」
（　砂漠の　中じゃ　ない　みたい　）
「ほんと、ほんと」
　人ごみもそうだが、その種類も多様だった。肌の黒い者、黄色い者、白い者。格好も商人風に交じって、武器を背負った者や、巡礼のような者と、様々である。行き交う人の流れには、実にたくさんの人種が入り乱れている。
　少年はふと、こんな事を思う。この人ごみの中で、自分たちはどう見えるのだろうか、と。
　アガサは、砂と同じ色の外套を着込んで、頭巾まで被っている。身体の線を隠しても、華奢な事が簡単に分かる。
一方、少年はこの辺の住人たちと変わらない格好をしていた。白っぽい生地で、身体を締め付けない服だ。おへそが出ている。一応、腰と背中に短剣を括ってあった。
　巡礼中のお嬢様と、護衛というのが妥当だろうか。
「あとは、恋人とか？」
　アガサと少年の間の距離が、若干、遠くなる。
「ごめん、ごめん。そんな警戒した目で見ないでよ」
　やがて、アガサたちは、工房が立ち並ぶ橋に辿り着いた。下を見ると、先ほどの大通りが、橋と橋の隙間から見えた。
「さてと。それじゃ、この辺りから始めますかね」
　アガサが頷く。頷いて、一歩下がる。アガサにとって、人と接するのは何かと面倒なのだ。
「ごめんくださーい」
　少年が工房の前で声を張る。すると、おそらく見習いであろう小僧さんが出て来た。
「あいよ！　何をお求めで？」
「この工房で、刃物は扱っていますかね？」
「金物なら、なんでもございます！　どんな刃物で？」
「こんな短剣なんですけど」
　少年が、懐から取り出す。小さな、手の平に収まる、短剣だ。
「これは、打ち合うんじゃなく、投げるためのもんですねえ」
　見習い職人は、そう言って、鞘から短剣を抜く。
　刃の輝きは、一分の隙も無い。
「綺麗だ……」
　見習いの目線が、刃に吸い付けられていた。意識までも、刃の中に吸い込まれそうな勢いだ。そろそろと、見習いの指先が動く。彼は、刃を撫でようとしていた。自分の意志とは関係ない。剣の魔力がそうさせるのだ。
「そこまで！」
　少年が、見習い職人の手から、短剣を奪い去る。
　見習いが、手の中を見る。そこに短剣は無かった。
「お願いだ！　も、もう少し！　もう少し、見せてくれよ」
「はいはい。ちょっと待ってねー」
　少年は、柄の尻を摘み、見習いの目の高さまで、短剣を持ち上げた。
「綺麗だ……」
「ほい」
ぱっ、と少年が指を離す。短剣は、刃を下に向けたままで落ちて行く。やがて、切っ先が地面に触れた。そこで短剣は止まらない。地面に、するすると沈んでいくのだ。まるで抵抗など感じさせない。
そして、握りの部分まで地面に埋まると、ようやく短剣は止まった。
「え？　え？」
　小僧さんが、地面をぺたぺたと触る。短剣は、沼にでも沈むかのように、地面に突き刺さった。しかし、何度触ってみても、地面は砂漠の乾いた岩だ。
　少年が短剣を引き抜く。地面には、ちょうど刃の形の穴が開いていた。短剣の刺さった跡である。
「こんな短剣、造れますか？」
「む、無理だ！　無理に決まっている！　こんなの、有りえない！」
「銀貨五百枚、払います。もちろん、この辺で流通しているやつで」
「どれだけ大金積まれたって、こんなのは造れないよ」
　見習いの騒ぎ声に、奥から親方も出てきた。彼の反応も、似たようなものだった。アガサと少年は、お礼を言って、立ち去った。
（　飽きた　）
「ボクも」
　アガサと少年は、もう何度も、このやり取りを繰り返していた。短剣を見せて、驚かれる。その大げさな驚きっぷりに、いい加減、食傷気味だったのだ。
（　帰っていい？　）
「どこにさ？　だいたい、歌姫様が居ないと、どうしようも無いじゃん」
（　知ってる　訊いた　だけ　）
　少年とアガサは、その後、似たようなやり取りを、数十回、繰り返すのだった。
（　飽きた　飽きた　飽きた　）
「もう半分だから」
（　まだ　半分　なの　⁉　）
　アッサリアは、交易の街であると同時に、鍛冶の街なのだ。質の良い鉱石や石炭が出る事、そして、周りが砂漠なので、毒水や鉱石屑の処分に困らない。おかげで、大小様々な工房がひしめき合っていた。
　その時だ。悲鳴のようなものが聞こえた。市場の喧騒とは、明らかに違う。
（　なに　？　）
「分からない。……ねえ、アガサ。心なしか、君が嬉しそうに見えるんだけど？」
（　そんな　こと　ない　）
　嘘だった。このお姫様は、刺激を求めてらっしゃる。
（　あっち　）
「いや、行かないって。変なことに巻き込まれたら嫌だし」
（　魔法が　関係ある　かも　）
「いや、まあ……そうかも」
　無いとも言い切れないので、少年は困る。
「関係無かったから、引き返すからね？」
　アガサが頷いた。騒ぎ声のした方へ、少年は、アガサの手を引く。
「……この辺だな」
（　何も　無い　）
「下だね」
　見れば、斜め下の橋で、砂糖に群がるアリのように、人が群れていた。高さが有るので、本当にアリのように見える。
「……乱闘みたいだね」
少年は眼を細めながら呟いた。
（　止めて　）
「え、あれを？」
　アガサが頷く。
「あれは魔法、関係無いでしょ。ただのケンカみたいだし」
（　ごめん　正直に　言う　）
「うん？」
（　飽きたの　鍛冶屋を　回る　のに　も　岩と　砂　しか　ない　風景　に　も　）
「ボクは、君の道化師じゃないんだけどね……」
　しかし、実際、少年も退屈していた。アガサの言葉には共感できた。というより、少年の本心そのものだ。
「でもなあ……」
　こくこく、とアガサが頷く。
「どうしたの？」
（　たぶん　大丈夫　）
「大丈夫って、何が？」　
　アガサが、チャカチャカと手を動かす。
「その手の形、なんて意味だっけ？」
　押した。
「え？」
　よろよろと、少年が後退る。
「……あれ？　浮いてる？　浮いてるの？　嘘でしょおおおお⁉」
　一歩踏み出すと、そこは、もう地面では無かった。
「騙されたなあ……」
少年の身体が、傾いていく。もう、止まらない。そんな少年を、アガサはじっと見ていた。二人の目が合う。アガサは、「あー、落ちてるなあ」という無感動な表情をしていた。
「少しは驚いてよ……」
この横暴な、しかし予想外なアガサの振る舞いを、楽しんでいる自分もいることに、少年は気づく。少年自身も、それが不思議だった。
「でも、流石に、今回は少し怒らないと」
そんな事を呟きながら、少年は落ちて行った。埃っぽい、砂の交じった空気が、身体にぶつかる。網の目のように張り巡らされた橋が、上に流れていく。
　身体を捻る。着地。まずは、つま先から。このまま勢いに任せると、足が潰れるので、少年は身体を横に倒す。膝、腰、わき腹、と地面につけながら、真横に転がる。下向きの勢いを、横向きに変えるのだ。後は転がって、勢いを殺す。
ふう、と少年は息を吐いた。
このくらいで死んでいたら、歌姫の守り手は務まらない。アガサも、それを分かっていてやっている。
　少年は身を起こす。すると、目の前に、靴の裏が迫っていた。慌てて身体を捻る。
　少年は忘れていた。彼の落下点は、乱闘の真っただ中だった。怒り狂う群衆が、揉み合い、押し合い、蹴りと拳が乱れ飛ぶ。
　少年は喧嘩の嵐の中を、頭を抱えて逃げた。やじ馬が人垣を作っている。仕方ないので、彼らの股下を潜る。非常に屈辱的だった。
「……おまたせ。今回のは、ちょっと酷いよね？」
　少年は歩いて、元いた橋に戻った。
「あの、どちらさまでしょうか？」
「あれ？　あ、いや、ごめんなさい。人違いでした」
　アガサだと思って声をかけてみたら。別人だったのだ。頭巾を着込み、似た背格好だったので、間違えてしまった。
　別れたのは、確かにこの辺だったはずだ。しかし、アガサが居ない。
「守り手様！」
　背後から声がした。振り向いてみれば、屈強な男が、少年に向かって手を振っている。腰に佩いた剣から、アッサリア騎士団の者だと判断する。
　そして、その屈強な男の陰に、アガサが居た。
　アガサが指をチャカチャカと動かす。おかえり、と言いたかったのだろう。しかし、指の動きは不完全だった。何故なら、氷砂糖を持っていたから。手の平からはみ出るほど巨大な、砂糖の塊だ。様々な果物も、砂糖と一緒に固めたらしい。氷砂糖の中に、色鮮やかな果物が浮いている。逸品である。
「そんな高価なもの、どこで？」
　隣の騎士を指さす。
「申し訳ございません。お腹をお空かせていらしたようなので、私が差し上げました」
「ボクの活躍は？」
　アガサは首を横に振った。氷砂糖の中から、キイチゴをほじくりだして、指で弾く。少年は、飛んできたキイチゴを、口で受け止めた。キイチゴは甘くて美味しかった。
「騎士さん。こんな高価なものやらないで良いですよ。どうせ味、分からないですし。甘ければ何でも良いんですよ」
　アガサが少年の脛を蹴る。
「分かったよ、アガサ。……いい加減、ボクも疲れた。今日はそろそろ、お終いにしようか」
アガサの顔がパアッと輝く。
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　アッサリアの街の、東側の入り口に、その塔は立っていた。アッサリア騎士団東駐屯所である。
砂漠の夕焼けは赤い。塔の先端だけ、朱色に塗ったようだった。
「よろしければ、当駐屯所を、宿にお使いください」
　街角で出会った騎士は、そう申し出た。タダらしいので、少年は厚意に甘えることにした。
　少年たちは、塔の最上階へ通された。そこでは禿頭の大男が、騎士たちに、何やら命令を飛ばしている。その極太の二の腕は、茶褐色の肌と相まって、丸太のようだった。アガサの胴体と同じくらいの太さだ。
「すみません」
　物々しい雰囲気も気にせず、少年が大男の話を遮る。一瞬、辺りが静まり返った。慌てて、案内の騎士が、禿頭の大男に、耳打ちした。大男が、すぐさま最敬礼の姿勢をとる。遅れて、周りの騎士も、それに倣う。
「お待ちしておりました。歌姫様。守り手殿。遠路はるばる、お疲れ様です」
　アガサが頷く。
「今、伝えたことだけを、やっておいてくれ。後は副団長に任せる。以上！」
　端騎士たちは、足並みそろえて部屋を出ていった。少年とアガサ、そして大男が部屋に残される。
「慌ただしくて、申し訳ございません。私、このアッサリア騎士団を預かります、ギョーム＝アディブルと申します。以後、お見知りおきを」
「歌姫のアガサと、その守り手の者です。話の腰を折ってしまい、すみませんでしたね」
「問題ございません。アッサリアには、しばらくご滞在なさるのですか？」
「ええ」
「その間は、どうぞ我が駐屯所をお使いください。幸い、将校用の部屋に、空きがございます」
「助かります」
　数分後、ふかふかの寝台に飛び込む、アガサの姿が有った。
（　一生　寝台　から　出ない　）
　体を寝台に沈み込ませたまま、腕だけ上げてアガサが言う。
「分かったよ。明日は、残りの鍛冶屋さんと、市場を巡るからよろしくね」
　枕が飛んでくる。少年は、それを捕まえながら言う。
「あ、これ、めちゃくちゃ柔らかいな」
　備え付けの卓には、瑠璃の水差しと、果物が盛られた籠が置かれていた。景観も良い。砂漠の街が、赤い夕焼けに沈んでいる。市場は、まだまだ活気があった。これから、夕餉時だった。
「タダで泊まるのが申し訳ないよね」
　少年が寝台をのぞき込むと、アガサが幸せそうな顔をして、転がっていた。象牙色の髪が乱れて、風に吹かれた後のように、白いシーツに広がっている。
「アガサ。明日、団長さんに会ったら、お礼言ってよ」
（　私　喋れ　ない　から　無理　無理　）
　足をばたつかせながら、アガサが言う。
「都合良いな。頭ぐらい、下げなって……」
（　覚えて　いたら　）
　指の動きが、投げやりだった。少年は最近、指の動きかたで、アガサの機嫌が分かるようになっていた。
「あと、アガサ。騎士さんと二人でいたじゃん？　ああいうの、ダメだよ」
（　お菓子　もらった　から　？　）
「お菓子は別に良いんだけどさ。アガサが喋れない事、バレちゃうでしょ？」
（　ごめん　）
「怒っては無いけどさ。気を付けないと……」
　アガサは歌姫だが、魔法が使えない。声が出せないから。つまり、彼女は、普通の少女と変わらない。
　気づけば、すーすーと寝息が聞こえて来る。アガサが眠りに落ちていた。
少年はしばらく、その音に聞き入っていた。胸が、微かに、規則的に上下している。アガサの寝姿は、彫像のように美しい。このまま、王宮の宝物庫に、安置できそうなほどだ（寝相が若干、前衛的すぎるが）。
　最も目を引くのは、髪だ。その象牙色の髪は、本当に象牙を引き絞ったように、滑らかで、艶やかだ。
　少年は思わず、その一房を摘まむ。
はっ、とする。
アガサの髪は、ガラスのような肌触りだった。少年は、ヨクボウに抗うことができなかった。摘んだ髪の毛先を、鼻先に近づける。その時、アガサと目が合った。
（　何　を　しているの？　）
　その夜、アガサの寝台の四隅に、アッサリア騎士が立つことになった。
　当然、少年は部屋を追い出された。真っ赤な手形の残る頬を撫でる。ヒリヒリと痛んだ。
「守り手殿。何かお飲み物はいかがでしょう？」
「いえいえ。お気になさらずに」
　少年はギョームの執務室に居た。来客用の革張り椅子に座る。その背後、部屋の隅で、ギョームが控えている。半ば、給仕のような態度の団長だが、腰には真剣を佩いていた。彼の背後の壁にも、抜き身の槍が掛けてある。装飾兼、実務用だ。合理的である。
　アガサが、団長に向けて手紙を認めたのだ。曰く、「この不埒ものを見張れ。命に代えても見張れ。不審な動きをしたら、殺しても構わない」
　そういう訳で少年は、団長と一夜を共にすることになったのである。
　歌姫からの手紙という事で、ギョームは大いに恐れ、慄いていた。アガサは喋れないので、手紙を託したにすぎない。しかし、手紙という格式ばった様式が、団長にさらなる緊張を与えた。
　しかも、内容が、内容である。守り手を殺せとは、如何に。団長は歌姫の命令を断るわけにもいかないので、こうして少年と二人でいる。いざ事が起こればどうすれば良いのか。彼は戦線恐々としていた。
　このまま一晩は辛いな、と少年の方から話しかける。
「やっぱり、飲み物をもらっても良いですか？」
「かしこまりました。コーヒーなどございますが？」
「コーヒー？」
「南方のお茶です。貴人などが、好まれるので、守り手殿もお好きかと」
「……では、それを願いします」
　少年自身、貴人のつもりは無いのだが、厚意は受けておく。運ばれてきたお茶は、香ばしい、良い香りがした。しかし、椀をのぞき込んだ少年の表情が、一瞬曇った。椀の中身が、ドス黒い。
　少年は、試しにほんの少しだけ、口に含んでみる。
「不味い！」
と叫びそうになった。それでも堪えたのは、これ以上、空気を悪くしないためだ。苦みを我慢して、飲み下す。喉に苦みが絡みついたような気がする。
　貴人の舌がバカなのか、自分がバカなのか。
「ギョームさんも一緒にいかがですか？」
「そういうわけには」
「一人で飲んでも、味気無いんですよね」
「そういう事でしたら」
　ギョームが、少年の体面に座る。騎士は、何でもないように、コーヒーを飲む。あの苦い液体が美味いのだろうか。少年は疑問に思う。もし少年に気を遣って、不味いのを堪えているのであれば、余りにも不毛だ。
「ところで、ギョームさん」
「ギョームとお呼びください」
「いえいえ。ギョームさん。アガサの手紙なんですけど、無視してもらって良いですよ。実はですね、ボクが間違って、アガサの身体を触ってしまったんですよ。それで腹を立てているみたいで」
　髪の匂いを嗅いだ、とは言わない。
「大げさなんですよ。あいつ。姫様とか呼ばれてる人種はワガママというか、なんというか……。とにかく、余り気にせずに。適当にあしらってもらって結構ですよ。せっかく、一晩、一緒に過ごすんですから、仲良くしましょうよ」
　少年は笑いながら言った。すると、ギョームが、恐る恐る口を開いた。
「……質問をしても良いでしょうか？」
「何なりと」
「アッサリアにいらしたのは、やはり、魔法絡みでしょうか？」
　さて、なんと答えたものか。少年は取り敢えずコーヒーを啜る。
「魔法――」
　少し、間を置く。
「――と言えば、魔法ですかね？」
　ギョームの顔に緊張の色が浮かんでいた。分かりやすくて良いなあ、と少年は思う。この辺はやはり、兵隊さんらしい。
「まあ、アッサリアは、通り道ですよ」
「ではどこへ？」
「それは答えられません」
「失礼、つかまつった」
「いえ」
　少年は嘘をついた。少年とアガサは、この街に魔法を探しに来たのだ。
「ボクからも質問です。この街で、歌姫の事を知っているのは何人ですか？　つまり、歌姫が魔法を使えると知っている者は、何人ですか？」
「私を含め、四人です」
「四人……」
　歌姫とその守り手は、魔法を求めて世界中を巡る。彼女たちが自由に旅をできるのは、その土地の有力者が後ろ盾となり、便宜を図ってくれるからだ。しかし、その事を知っているのは、ごく一部のものだけだ。王やそれに近い者、有力都市の市長、そしてギョームのように軍隊の長、などである。一般人は、歌姫を旅の芸人か何かだと思っている。
　アッサリアも有力都市であるが、この規模にして、四人は多い。
「多いですね」
「ご存知の通り、アッサリアは議会制を採用しておりますゆえ」
「と、言いますと」
「商人、鍛冶師、探鉱者、騎士、それぞれの代表が話し合ってこの街の事を決めるのです。それぞれの長が、歌姫様の事を知っております」
「なるほど……。しかし、代表が複数いると、勝手をしだす連中が出るのでは？」
「それには及びません。例えば、騎士が横暴な振る舞いをすると、鍛冶師たちが武器の供給を止めます。鍛冶師が勝手にふるまった時は、商人や探鉱者が原料の供給を止めます。そして、商人や探鉱者が暴れだした場合には、騎士が、彼等を守ることを止めます」
「お互いに、牽制し合っていると」
「そうです」
　ギョームがコーヒーを飲み干す。
「アッサリアは砂漠の街です。何か問題が起こった時、逃げ場は有りません。街の皆は、運命を共にしています。ですから、街の有り方は、話し合って決めるのです。代表も。もちろん投票で選ばれます」
「多くの街を見ましたが、先進的な仕組みですね」
「ありがとうございます。ルグルー大回廊という特殊な環境のおかげでしょう」
　その後、しばらく、少年とギョームは、互いの持つ情報を交換した。少年は、周辺の国や街の情勢、ギョームはアッサリアの現状や歴史について語った。
　翌日、朝早くから、少年とアガサは街を巡っていた。
「アガサ。機嫌、直してよ」
（　どうしようも　ない　バカ　）
「悪かったって」
（　いつも　同じ　こと　して　いた　？　）
「違うよ。昨日が初めてだって」
（　本当　？　）
「本当だよ！　……本当ってことにしときなよ。そっちの方が、心の健康的にも良くない？」
　アガサの蹴りが飛ぶ。
（　最低！　ゴミ！　ゴミ！　魔法も　見つから　ない　）
「魔法はボクのせいじゃないって」
　少年とアガサは、神懸った切れ味を持つ短剣について、あちこち尋ねて回った。しかし、結局、見つからなかった。
　谷の壁面すぐ近く、ヤシの木陰で、二人は昼食をとることにした。丁度、細長い岩を、腰掛けの代わりにする。近くを、人口の小川が流れていた。
　少年が、小川に水筒を沈め、水を汲む。手首から先が、別世界のように冷たい。水は太陽を反射して、きらきらと光っている。
（　どうするの？　）
「どうしますかね……」
　アガサたちは既に、全ての鍛冶屋を回っていた。しかし、短剣の出どころは分からなかった。
（　考えてよ　人の　髪の　匂い　嗅いで　いないで　）
　一瞬の衝動に流されるほど、自分の理性は弱かったのか。少年は後悔する。
「街を歩きながら、色々考えたんだ」
（　例えば？　）
「はっきり言って、今回の件は不自然なんだ」
（　どうして？　）
「あんな名刀が出回っているんだよ。普通だったら、もっと噂になるはずだけど、誰も知らないんだよ？」
　アガサが頷く。
　アガサと少年は、ルグルー回廊の十四の宿場町を経て、アッサリアに辿り着いた。その間に出会った魔法の剣は、一本のみ。現在、少年の懐にあるそれだけだ。
その短剣は、アッサリアのすぐ近くの、盗賊が持っていた。それ以外、どの街の市場でも、魔法の剣など、皆、知らない様だった。実際、この短剣を持っていた盗賊も、その価値に気が付いていなかった。盗品の山に埋もれていた。
（　どうして　誰も　知らないの　？　）
「たぶん、隠してる奴がいる。権力者だと思うけど」
（　何で　？　）
「偉い人は、歌姫の事も、魔法の事も、知ってるでしょ？」
　剣は斬るために有る。名刀が有れば、気に食わない人物を斬り殺すなり、貴族に高値で売りつけるなり、有効活用するのが普通だ。しかし、それをしないのは、それが魔法であると知っているから。そして、魔法ならば歌姫に回収されてしまう事を知っているからだ。そんな事を知っているのは、一部の権力者のみだ。
「……ちなみに、アッサリアには、偉い人が四人いる」
（　多く　ない　？　）
「多いね……」
　だから少年は困っていた。そして、この四人という数字も絶対ではない。もともと知っていた人物が、自分の周りに漏らしているかもしれないのだ。あくまで、最低で四人、という事だ。
（　意外　）
「何が？」
（　しっかり　考えてた　）
「どう？　少しは見直した」
（　うん　ヘンタイ　だけど　考えてる　）
「見直してもヘンタイなのね……」
（　それでさ　この後は　どうするの　？　）
「そりゃあ、地道に探すしかないね。商人にも、当たってみようか」
（　ヘンタイ　ヘンタイ　ヘンタイ　）
　やはり、アガサはその案をお気に召さなかったらしい。その日は、まだ日が暮れないうちに、引き揚げた。
（　晩ご飯　まで　寝てる　）
　ヤシのジュースを枕元に置いて、アガサは寝台に寝転がる。今日も、騎士団の駐屯所にお世話になることになった。
「じゃあ、ボクも、ちょっと出かけてくる」
（　どこ　行くの　？　）
「短剣のお手入れ。刃こぼれしてるんだ」
（　いってらっしゃい　）
　少年の答えに、アガサは興味を失ったらしい。
「一人で出歩かないでね。夜は危ないから」
　アガサは寝転がったまま膝を曲げ、片足だけ持ち上げた。分かった、という事だろう。
　駐屯所を出たところで、少年は風よけを羽織った。少年が向かったのは、鍛冶屋ではなかった。幾筋も掛けられた橋を、上へ、上へ、と登る。やがて谷を抜けて、砂漠に出た。
「暑いな……」
　谷底には、すでに夕日は差していなかったが、地上では太陽が、水平線に差し掛かっているところだった。消えかけの陽光だが、ギラギラと肌を刺す。
　ふいに、風が吹いた。羽織った風よけの隙間から、細かい砂が入り込む。肌が、ザラザラする。谷底に居ると、忘れそうになるが、やっぱりここは砂漠なのだ。
　しかし、そんな砂漠で、怒声を上げながら動き回る集団が有った。アッサリア騎士団である。
　少年は目を凝らし、号令をかけているギョームを見つけた。
「どうも。こんばんは」
「これは守り手殿」
　一旦休憩、とギョームは声を張り上げる。
「訓練ですか？」
「ええ」
「これで、騎士団全員ですか？」
「ほぼ全員ですね。うちは零細騎士団ですから」
「やはり、砂漠だからですか？」
「はい」
せいぜい、三百程度か。多くの騎士を常駐させる場所も、食料も、アッサリアには無かった。
　しかし、騎士たちの動きは、遠目に見ても良かった、と少年は思う。そして、統率もとれていた。頭数こそ少ないものの、弱くはない。並の騎士団が相手なら、倍の人数とも、難なく渡り合うだろう。ルグルー大回廊、大砂漠という地の利を生かせば、それ以上の相手とも戦えるはずだ。
「どうですか？　ボクと手合わせしませんか？」
「そんな、恐れ多い」
「宿を借りているお礼です。この土地では、他流の武術を目にする機会は少ないですよね？　まあ、ボクのは、何流なんだか、自分でも良く分かりませんが」
「そういう事でしたら、ぜひとも」
　ギョームは、騎士団の中から、三人を選び出した。その全員が若手なのは、経験を積ませるためだった。
「しかし、本当にまとめて三人？」
「ええ。このくらいで、良い勝負になるはずです」
「流石は、守り手殿だ。存分に学ばせて頂きます」
「お手柔らかに」
　ギョームが再び、声を張り上げる。
「注目！　こちらは、私の客人にして、剣の名手である！　これより、その技を我々に披露して下さる！　盗むつもりで観よ！」
　薄暮の砂漠で、立ち合いが始まった。
　少年は、訓練用の木剣を借り受けた。指先から肘までと同じくらいの刃渡りの剣だ。少年が普段使っている短剣と、だいたい同じだ。おもりが入っているので、持った感触も真剣に近い。
　対する、若手騎士三人は、皆、長剣を構えている。肉厚で、彼らの身長ほども有るような、大剣である。もちろん、おもり入りだ。おまけに騎士は、風よけの外套の下に、鎖を編んだ鎧を着込んでいる。ここは砂漠だ。足首まで砂に埋もれる。そんな状態で、この大剣をいかに扱うのか、少年は興味深くもあった。
「ギョームさん。いつでも良いですよ」
「承知した。……それでは、始めッ！」
　少年は、剣を少し下げ気味に、身体の前で構える。
騎士のうち二人が、少年の正面から間合いを詰める。もう一人の騎士が、少し下がって、少年の右側に回り込もうとしている。正面の二人が少年の注意を引き、後ろの一人が強襲する、という算段だろう。
　多対一の戦いは、味方にも気を配らなければならない。騎士たちは、良く訓練されているようだった。
　正面の騎士の片方が、大剣を振り下ろす。少年は横に逃げる。剣風が肩を撫でた。思ったよりも、近い所を、剣が通り過ぎた。砂に足を捕られたのだ。
続けざま、もう片方の騎士が、剣を振り下ろす。少年が、握った剣を横なぎに振り抜く。大剣の側面を叩いて軌道を逸らそうとするが、威力が足らない。砂のせいで踏ん張りが利かない。
少年は、転がって逃げる、が逃げた先にも大剣が降り下ろされる。
（動きにくい）
正面の二人の騎士は、交互に斬撃を繰り出す。そうすることで、巨大な剣の、隙を補っているのだ。そして、もう一人が、死角から少年の隙を狙っていた。不意を突く一撃に、少年は何度も、ひやりとした。
砂のせいで、身軽には動けない。これでは、軽い武器と重い武器の、機動力の差は小さくなる。むしろ、身軽さなど気にせず、一か所に留まって、大剣を振り回す戦法は効果的だ。大剣の一撃は重い。
（砂漠の剣か。なるほどね）
　足元への突きを、少年は前に跳んで躱す。勢いそのままに、突きを繰り出す。騎士は大剣の幅を盾のように使い、突きをいなす。
　別の騎士が、大剣を横なぎに振るう。追撃を諦めて、少年は後ろに下がる。
おまけに、砂漠には障害物が無い。騎士たちは大剣を思うままに振るえる。
　いい加減、息が上がってきた。足にまとわり付く砂と、時折吹く強い風が、体力を奪うのだ。しかし、眼前の騎士たちは、まるで呼吸を乱さない。鎧を着込み、大剣を振り回しているのにも関わらず、からくり人形のように、剣を振るい続ける。
（長引くと、不利かな）
　少年が仕掛ける。
彼は目前の騎士に突きを放つ、が、全身の筋肉を引き絞り、急制動をかける。騎士達は眼を見張った。疾風のように踏み込む少年が、瞬間、石像のように停止したのだ。
　しかし、騎士たちは止まれない。一人は大剣で突きを防ごうとして、もう二人は、少年に、反撃の突きを放とうとしていた。大剣の慣性に引きずられて、そのまま動き続ける。
そんな騎士たちを尻目に、少年は硬直した姿勢から、弾けるように、横なぎを繰り出した。突きから、払いへ、一瞬の変化。騎士たちは、少年の動きを、目で追うしか、できなかった。
影切り。
囮の動きで、敵をかく乱する。
短剣の切っ先が、一人の、騎士の顎下を撫でた。
ここでようやく、騎士たちが反撃に転じる。だが、背後から迫ってくる、突きも、少年は読んでいた。攻撃している時が、最も隙ができる。その隙を、騎士が逃さない事を、少年は読んでいたのだ。
少年は跳んだ。そのまま、突き出された大剣の上に乗る。間髪入れず、大剣を、思い切り踏み抜いた。少年はさらに、高く飛ぶ。
宙がえり。騎士の頭上を超えて、背後に回り込む。逆さまの世界。頭から、落下しながら、身体を捻る。騎士の後頭部を、短剣で撫でる。
着地。前転することで、勢いを殺す。そこで、少年の眼前に、大剣が突き付けられていた。
結果、少年の負けであった。とはいえ、三対一で戦い、そのうちの二人を仕留めたのだ。取り巻く騎士たちからは、盛大な拍手が送られる。
ありがとうございました、と三人の騎士たちが少年に握手を求める。
「いや、こちらこそ」
　少年は、そのごつごつとした、赤銅色の手を握り返す。
「素晴らしい試合でした。しかし、私達には、高度すぎたかもしれません」
　そう言って、ギョームが苦笑いする。
「それは申し訳なかったですね」
「いえいえ。私達の、未熟さのせいですから」
「ところで、この後も、訓練を見学していっても良いですか？」
「はい。もちろんですとも」
　その後、少年は練兵を見学した。練兵は、暗くなってからも続いた。むしろ、日没からが本番だった。僅かな手灯りを頼りに、騎士たちは剣を振るった。
アッサリア騎士団は、総勢、三百人程度だった。少年はその一人、一人の動きを、じっくりと観察した。
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（　守り手を　代える　ことは　できる　？　）
「いや、無理でしょ。少なくとも、今すぐは」
　アガサが、少年の脛を蹴る。彼女のご立腹の原因は、少年だけが風呂に入ったことだ。
　アガサは朝起きるなり、
（　ヘンタイ　から　良い　においが　する　）
と少年を問い詰めた。
「だからさ、お風呂は、訓練に参加した人だけしか入れないんだって」
　アッサリア騎士団の練兵は、夜遅くまで続いた。死肉を漁る灰色犬の遠吠えが、砂漠に響くなか、騎士達は剣を振り続けた。昼と一転して、砂漠の夜は冷える。水が凍るほどだ。
　訓練の後、汚れと疲労を洗い流し、冷えた身体を温めるため、騎士達は風呂に入ることを許される。練兵に同席した少年も、一緒に風呂に入らないか、誘われたのである。もちろん、断る理由は無かった。
（　今日は　私も　訓練に　出る　）
「……死ぬから。だいたい、今日は訓練お休みだし」
（　ずるい　ずるい　ずるい　）
　蹴り、蹴り、蹴り。
「悪かったって」
　まさか砂漠で、風呂に浸かれるとは思っていなかったが、本当に気持ちよかった。自分だけ、良い思いをして、申し訳なくは思う。
「でもさ、僕だって、タダでお風呂に入ったわけじゃないんだよ？　訓練に付き合ったんだ。色々、教えてあげたりしたんだ。剣技とか、体捌きとか」
　アガサが、少年の手を掴む。そして、手のひらを自分の顔に近づけて、まじまじと見るのだ。
（　その　技は　私を　守る　ための　もの　？　）
「まあ……そうだね」
（　それを　売り物に　した　風呂に　入る　ため　）
　視点を変えれば、そういう見方も、できなくはない。
「でもさ、その言い方は、ちょっと……」
アガサが、ハッとした顔をする。
「どうしたの？」
（　ヘンタイ　だから　？　私の　髪の　匂い　お風呂で　落ちない　よう　？　）
「濡れ衣だよ！」
　アッサリアに来てから、この調子だよなあ、と少年は思う。
　ともかく、風呂の恨みはすさまじかった。アッサリアの街を回る間も、一日中、少年は嫌みを言われた。　もう一つ悪いことに、今日も、魔法の剣に関して、ほとんど収穫も無かった。
ギョーム以外の、三人の魔法を知る者を尋ねた。それぞれ、鍛冶師、商人、探鉱者の組合代表である。しかし、皆、魔法の剣については、何も知らなかった。
ただ、商人組合と鍛冶師組合は、それとなく魔法の剣について探りをいれる、と約束してくれた。これが成果と言えば、言えなくもない。
「今日もお疲れ様」
（　おつかれ　）
　アガサが寝台に倒れ込んで、そのまま沈み込む。バタバタと足を動かして靴を脱いだ。我が家か、というくらい騎士団の来賓宿舎に馴染んでいた。少年も、革張り椅子に身体を預ける。水差しに用意された、花の香りのする水を、椀に注ぐ。
（　このまま　ここに　住む　？　）
　寝台からはみ出した、アガサの腕がそんな事を主張する。
「それも、良いかもねえ……」
　その時だ。部屋の扉が叩かれる。こういう時の対応は、もちろん少年の役目だ。
「はい。どうぞ」
　少年が扉を開ける。すると、ギョームが控えていた。恭しく、胸に手を当て一礼する。
「ギョームさんじゃないですか。こんにちは。あ、そろそろ、こんばんは、ですかね」
「お休みの所。失礼いたします」
「いえいえ。どうかしました？」
「こちらの不手際で、アガサ様にご迷惑をおかけしましたかと……」
　少年は一瞬、振り向く。アガサは、寝台の上で、トラの敷物のように寝転がっている。アガサの敷物だ。
「……そんな事は、無いですよ」
「いえ。お風呂を用意の忘れておりました」
　お手紙を頂きました、とギョームが言う。彼女ならば、やりかねない。
　少年が、ちらりとアガサを見る。寝転がったままだが、僅かに筋肉が強張っているのを、少年は見逃さなかった。聞き耳を立てている。
「僭越ながら、アガサ様のお風呂を用意させて頂きました」
「……いや、本当、すみません。ご迷惑おかけして」
「こちらこそ、申し訳ございません。それで、お詫びと言っては、大したことではないのですが――」
　用向きを伝えると、やがて、ギョームは帰っていった。
　少年は、ギョームの提案を吟味する。思ったより早かったな、と心の中で呟く。
「ねえ、アガサ。起きてる？」
　うつ伏せのアガサに、少年が尋ねる。アガサが、頷く、というよりは、寝台により深く顔を埋める。
「明日なんだけど、ギョームさんが、お風呂を用意してくれるって」
　アガサが飛び起きる。
（　本当　？　）
　アガサが、口までパクパクさせているのを、少年は見た。
「本当だよ」
　アガサの顔が、ぱあっと輝く。
（　ギョーム　さん　良い人　）
「本当にね……」
（　守り手　交代？　）
「いや、それは流石に勘弁……。それと、ギョームさんが、訓練を見に来ないか、って。余興の代わりだとか」
（　訓練　面白い　？　）
　なかなか難しい質問だ。確かに、暴力を見世物として楽しむ人は、居る。しかし、アガサは、そういった見世物を好まない。もちろん、毛嫌いしているという程でもないのだが。
　ただ、アガサに訓練を見に行ってもらう方が、少年にとっては都合が良い。
「楽しいと思うよ。昔だけどさ、走ったり、槍を投げたり、木に登ったりの競争を見物したじゃん？」
　アガサが頷く。
（　大きい　お祭り　だった　）
「あんな感じだと思うよ。二つに分かれて、模擬戦とかしてくれるらしいし」
（　行く　）
　アガサは行く気になってくれたらしい。
「そうか。良かったよ」
「何をしているの？」とでも言いたそうな眼付きで、アガサが少年を睨む。少年は、アガサの両手を握っていた。少年は、アガサの視線に気づいていたが、その手を放さなかった。
　彼女は、声を出せないから、手の形で意思を伝える。アガサからしてみれば、それは口を塞がれているに等しい。
「いや、何となく……。ごめん」
　少年が、握った手を放す。
（　いきなりは　止めて　？　）
「うん」
（　何か　あった　？　）
「いや。無いよ」
「たぶん、有るのはこれからだよ」と、少年は言わない。
「それより、ご飯行こうよ。たまには外で食べる？」
（　それも　良い　かも　）
　二人は連れ立って、市場へと出かけた。日が沈んでも、街の喧騒は消えない。
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　灼熱の太陽のせいで気づきにくいが、砂漠の空気は、おそろしく澄んでいる。空気に、まるで水分が無いからだ。
夜明け間際は、その透明さが際立つ。そして、昼になれば、日光が世界を白く染め上げる。だが、それも、いつまでもは続かない。やがて夕暮れが訪れ、また長い夜が来る。
　砂漠の片隅に、天幕が張られていた。その中、背もたれと、ひじ掛けのついた豪奢な椅子にアガサが座っていた。
　ここまで運ぶの、大変だっただろうな、と少年は思ってしまう。
（　座る　？　）
　アガサが尋ねる。少年は首を振る。
「ボクはここでいいよ」
　少年は、アガサの椅子の横に立っていた。
（　お菓子　取って　）
「はいよ」
　天幕に置かれた卓には、砂糖菓子が積まれていた。至れり尽くせりである。
「ここの生活に慣れちゃうと、また旅に出たとき大変だよ」
（　へいき　どうせ　しばらくは　出れない　魔法の剣　見つから　ない　から　）
「うーん。どうだろうね……」
　その時、ギョームが、近づいてきた。
「アガサ様。守り手殿。準備が整いました」
　天幕から少し離れて、屈強な騎士たちが整列していた。騎士たちが、正方形の隊列を成している。まるで、四方に縄でも張ってあるかの様に、整っている。
「それじゃあ、お願いします」
「承知しました」
　ギョームが天幕を出る。
「行進始めッ！」
　砂漠の風にも負けない、良く通る声で叫ぶ。騎士たちが行進を始めた。動いても、彼らの隊列はまるで乱れない。綺麗な正方形のままだ。
「右ッ！」
　隊列が、隊形はそのままに、一瞬のうちに、直角に右へと曲がる。アガサも、騎士団の一糸乱れぬ動きに見入っていた。
　ギョームが、次々と号令を飛ばす。その度、隊列が形を変える。ひし形、長方形、円形、はしご型、そして最後は、正方形に戻った。
「演武！」
　皆が一斉に、型を演じ始める。全ての騎士の斬撃が、足さばきが、全て、同時なのだ。
振り回しているのは、背丈ほどある、極太の大剣だ。木剣ではなく、真剣である。一つでも動きを誤れば、隣の同僚の首を飛ばしかねない。
　それにしても、綺麗だった。どれほどの修練を積んだのか、少年は想像することができた。彼もまた、武術の使い手なのだ。
アガサなどは、椅子から身を乗り出して、眺めている。
　やがて、演武が終わる。
「納刀！」
カチン、という、刃が鞘に収まる音が、一つしか聞こえなかった。
「これより、模擬戦を始める！　皆、位置につけ！」
　騎士たちが二つに分かれ、移動し始めた。そして、あっという間に、アガサたちを囲った。天幕の周り、円形の人垣ができていた。
（　なに　？　）
「……何だろうね」
すると、ギョームが前に進み出て言った。
「アガサ様。あなたの御命を、貰い受けたい！」
　アガサが、口をパクパクさせている。きょろきょろと、辺りを見回す。周りを取り囲む騎士以外には、砂しかない。アガサは、結局、少年を見た。
「ギョームさん。あなた方が魔法を隠していたのですね？」
「そうです」
「何故？」
「愚かな質問だ。アッサリアのために決まっている」
「……なるほど」
　この屈強な騎士たち一人、一人がその手に、全てを切り裂く魔法の剣を持ったら。背筋が凍る。
「しかし、ギョームさん。あなた方も愚かですよ。こっちには、歌姫がいる。魔法が、怖くないのですか？」
「アガサ様の声を、私はお聞きしたことが有りません」
「……あー、なるほど……」
「やはり、貴方は魔法を使えないようですね」
（　ごめん　バレた　ごめん　）
　アガサは人前で、手話を使い始める。もうバレたので、今更、隠しても仕方ない。
「……大丈夫だよ」
　少年がアガサの背中をさする。
アガサが魔法を使えない事を漏らしたのは、少年なのだから。
　アッサリア街を回り、全ての長に会った。少年はその際、それとなくアガサが魔法を使えないことを告げた。そうすれば、魔法を隠している犯人の方から、襲ってきてくれると思ったのだ。
　騎士団が隠匿しているだろうと、予想はしていた。アッサリアで魔法の剣について聞き込みを始めてすぐ、接触してきたのが、アッサリア騎士団だったからだ。宿舎を提供したのも、見張りの意味も有ったのだろう。
少年の予想は当たったわけだ、やはり、探偵のような真似は、少年には合っていない。荒事で解決するなら、その方が良い。後は、この剣の群れを乗り超えるだけだ。
天幕の外へと、二人で歩み出る。天幕の下に居ると、柱を折られたときに、危ない。
「ここから、動かないでね」
　アガサが頷く。
見覚えの有る三人が人垣の中から、進み出てきた。つい先日、少年と手合わせした若い騎士たちである。
　彼らは少年を、守り手さん、と呼んで慕っていた。少年も彼等に、いくつか技を手ほどきした。もしかしたら、友と呼べるような関係なのかも知れない。少年は、そう思っていた。
「貴方の事は尊敬しています。できれば、私たちの手で、決着をつけたい」　
騎士のうちの一人が言う。
「君たちの手で決着をつけたら、何なの？」
　死んだら結局は一緒じゃないか、と少年は思う。
「……まあ、何だって良いんだけどさ」
　三人の騎士が、大剣を抜く。対して少年は無手である。僅かに腰を落とし、重心を低くする。
騎士たちが、走って距離を詰めてくる。そのまま、三人同時に、斬撃を放った。軌道が絶妙だ。一切、交錯しない。しかし、全ての切っ先が、少年の急所、胸、首、臍へと伸びてくる。決まった、と騎士たちは確信していた。しかし、その手ごたえの無さに驚く。まるで、煙でも斬ったかのような、感触だ。
少年は騎士たちの、予想もしない方向に跳んだのだ。つまり、前である。迫りくる斬撃に向かって、頭から飛び込んだのだ。騎士たちがまだ、斬撃を放ち切る前に、その隙間を、掻い潜った。
　騎士たちからは、少年は消えて見えた。斬撃に飛び込んだ勢いそのままに、騎士たちの背後へと走り抜けたのだ。ここで、少年は腰に括った短剣を抜き、逆手に構える。
騎士たちが、少年の姿を探して、振り向く。その時には、首に、深い切れ込みが入っていた。三人が同時に、砂に倒れる。どくどくと溢れる赤い血を、乾いた砂は瞬く間に吸い取ってしまう。
取り囲む騎士たちの、空気が変わった。かつて訓練の時に少年が見せた実力は、彼の本領でないと、気づいたのである。
「うろたえるな！　数はこちらが上だ！」
　すかさず叫んだのは、ギョームだった。浮足立ちかけた騎士たちは、落ち着きを取り戻す。少年は内心、舌打ちした。ギョームが居なければ、今のうちに、囲みを突破できたかもしれない。
「剣 (けん)牢 (ろう)の構え！」
　ギョームが号令を飛ばす。すると、囲みの中から、二十人ほどの騎士が前へと出てくる。少年はアガサの傍で、様子を伺っていた。陣形を汲まれる前に倒すのが基本だが、アガサの傍を離れるわけにもいかない。
騎士が、アガサと少年を、丸く囲む。皆、大剣を身体の真正面で、切っ先が天頂を差すように構えている。少年がどこを向いても、大剣が規則正しく並んでいる。まさに剣の牢だ。
騎士たちが作る円の中心に、アガサと少年は居た。騎士たちは一定の速さで横に移動する。円を回すことで、的を絞らせにくくしていた。そのまま騎士たちは、徐々にその円を狭める。
一人の騎士が倒れた。少年が、手首の筋肉だけで、短剣を投じたのだ。それが、騎士の喉元を射抜いた。一切の予備動作の無い投擲に、騎士たちは、誰一人として反応できなかった。
しかし騎士たちは、仲間が突然、血をまき散らして倒れたのに、一糸乱れない。剣牢を組み続ける。
「……嫌に、なるよ」
　少年は呟く。再び、投剣。見事、一人の騎士の喉元を射抜いた。しかし、騎士たちは乱れない。短剣の数には限りがある。何本も投げるわけにはいかない。
　騎士たちは、死を恐れていなかった。
それって、そんなに簡単に克服できるものなんだっけかな、と少年は思う。
　少年が、短剣を抜く。そして、投擲の構えを取る。もちろん、投げはしない。ただ、圧力をかけるだけだ。この短剣を投げれば、お前らのうち、誰か一人は死ぬんだぞ、という圧力である。敢えて、重心をずらしたり、視線をさまよわせて、動揺を誘う。
　しかし、騎士たちは、一切、乱れない。一歩、また一歩と、距離を詰めてくる。
　じわり、じわりと距離を詰めてくるのが、いやらしい。走って迫るなら、多少の、隙間は出来たかもしれない。少年は必死に、隙を探す。
　少年が、投擲の姿勢を解く。両手に、短剣を構える。
　片腕で、アガサを抱き寄せる。アガサが、少年の胸板に唇を当てる。その動きで分かった。
（　ご　め　ん　）
「……大丈夫」
　距離は着実に詰まる。そして、剣牢が完成した。騎士たちは、互いの肩がぶつかるか、ぶつからないかという間隔で、剣を構えて居る。囲みの半径が、大剣の間合いよりも、僅かに狭くなった。
　合図は無かった。しかし、一斉に、騎士たちは一撃を放つ。ある者は振り下ろし、ある者は突き込む。全ての斬撃が、美妙に異なる軌道を描いて、少年たちに襲い掛かる。
　二十近い大剣が、鳥の巣のように少年を取り囲んだ。血が、大剣の刃を伝う。その様子は、さながら薔薇のようであった。
しかし、少年は傷を負いながらも、生きていた。彼の腕の中の、アガサに至っては無傷である。
　躱せる斬撃は、最小の動きで躱し、弾けるものは短剣で弾いた。残りは、身体に括ってあった短剣や、鋲付きの靴で受けた。それでも、よけきれないものは、何とか急所だけは外した。
　少年の体に、刃が何本か突き刺さっていた。冷たい。鋼は冷たいのだ。体の中に、氷柱を埋め込まれたような感覚だ。容赦なく、熱を、命を奪い去っていく。
しかし、その冷たさもすぐに消える。燃えるような激痛が襲ってくる。灼熱の砂漠において、その熱さをなお、はっきりと感じる。
ただ、それでも少年は生きていた。
　騎士たちは、目を疑った。少年が、微かだが動いている。急いで、止めの一撃を見舞わなければ。騎士たちが、大剣を握る手に力を籠める。
　その時、少年は動いた。身体から流れ落ちる血を、跳ね飛ばしたのだ。それが何人かの騎士たちの、目に入る。視界を奪われた騎士が、慌てて剣を動かす。すると、他の騎士の動きを邪魔することになる。
　緻密な連携は脅威だ。しかし、一か所が崩れると、全体に影響が及ぶ。
　騎士たちの動揺は、手を一回打ち合わせるほどの、短い時間だった。その間に少年は、二人の首を跳ね飛ばした。
　更に違溢れる。流れ落ちる深紅の液体を、少年は短剣の腹で受けて、まき散らす。騎士たちの視界を奪う。
　密集していてはまずい。ようやく騎士たちが距離をとった時には、剣牢を組んでいた、半数が倒れていた。生き残った彼らも。一旦、後ろに下がる。
　対する少年も無傷ではない。
切り傷が数か所。そのうち一本、左腕の傷は、だいぶ深い。短剣を吊っていた剣帯で、傷口を縛る。あばら骨も、二本、折れていた。身体に括りつけた短剣で受けた時、衝撃は殺しきれなかったのだ。
ざっと、辺りを見る。騎士たちは、未だ、三百人近く残っている。
もう二回。下手したら一回。同じことをされたら、たぶん死ぬだろうな。少年はそんな事を思う。
（ボク、ダメだよなぁ……）
　アガサは少年の服を掴んだままで、自分たちを遠巻きに囲む騎士たちを見る。
深い藍色の空に、星が浮かぶ。太陽が、砂漠の地平線に触れようとしていた。騎士たちの影が、長く伸びる。それが怪物みたいだった。ぽつんと二つ、寄り添っている影は、アガサと少年のものだ。
「……あー、その、アガサ。頼みが有るんだ」
（　なに　？　）
「……歌を聞かせて」
（　声　無いよ　）
「大丈夫。音なんて出なくたって良いんだ」
　アガサが頷く。そして、立ち上がった。腕を広げ、大きく息を吸い、目を閉じる。それから、ゆっくりと歌いだした。
「……アガサ。良い歌だね」
　アガサの口からは、当然、ヒューヒューと、掠れた音だけが漏れる。魔法を操るはずの歌声は、一切、聴こえない。
しかし、その時、風が吹いた。魔法ではない。天然の風だ。砂が舞い上がる。
灼熱した砂漠の大気は、日が陰ると急激に冷やされ、上空の冷たい空気が一気に流れ込む。その時、強烈な風が起こるのだ。少年は、訓練の時に体験済みだった。
騎士たちは戸惑う。その渦巻く風の中に、もしや歌姫の声が混じっているんじゃないか。無いとは言い切れない。歌姫が、魔法を使おうとしているかもしれない。騎士たちは囲みを解かないが、及び腰だ。
「うろたえるな！　奴に魔法は無い！」
ギョームが叫ぶが、今度は効果が薄かった。少年が、一人で十人以上を殺していたからだ。
渦巻く風に吹き上げられた砂が、幾重にも引かれた幕のようになっていた。その陰に隠れながら、少年は駆けた。手当たり次第、視界に入った騎士を斬りまくったのだ。
「うおおおおおおおお！」
　初老の騎士が、少年に気づいたらしい。大胆にも打ち掛かって来た。少年は、思わず舌なめずりをする。
　短剣を二本、投じた。それが、吸い込まれるように、突撃する騎士の喉と目を射抜いた。突撃の勢いそのままに、騎士は転がりながら砂の上に倒れた。それきり起き上がらない。
この状況を、アッサリア騎士たちはどう思っただろうか。薄暮の中、砂に紛れて疾走する少年を、騎士は認識できていなかった。だから彼らは、魔法だと思った。超常の力によって、騎士たちが倒れていくのだと。騎士たちが、思わず後ずさる。
　円陣の中心で歌い続け少女。その姿は、確かに、仕掛けが割れている少年からしてみても、神々しいものを感じた。
後、一押しだ。
　少年は駆けた。姿勢を低く、できるだけ低くして。地を這うように駆け抜けた。アガサの傍を離れるのは怖かった。しかし、この機を逃せば確実に死ねる。
少年は駆ける。一人でも多く、殺すために。
　地面から、少年が飛び出して来た。ある騎士は、そう感じた。すれ違いざま、その騎士の顎下を短剣で撫でていく。少年はそのまま駆け続けた。
　太陽が、水平線にかかる。この暗さも、少年に味方した。もはや、騎士の戦列は崩れていた。騎士たちは少年を認識できていなかった。ただ、魔法だ、と思う。得体のしれない魔法で次々と仲間が斃れていく、と思う。
　中には、アガサに斬りかかる者もいた。しかし、そういった輩は、アガサに集中しているので、逆に与し易かった。少年は背後から、簡単に短剣を、喉元に突き刺せた。間に合わないときは、短剣を投げた。
　一人の騎士が逃げ出した。この時、完全に勝敗が決まった。
一人逃げだせば、後は早い。続いてもう一人、二人、逃げ出す奴が現れた。水が手の平から零れ落ちるように、敗走が始まる。
　それでも、その場に踏み止まって、戦おうとする者もいた。少年は、そういった者を優先して狙った。
少年は、駆けまわりながら思う。魔法。という超常の存在を前にして、踏み止まろうとする者が、こんなにもいるのか。少年にとってはそれが驚きだった。
踏み止まった騎士は、声を張り上げて、戦列を維持するように訴える。そして、剣を構え、周囲を見回す。懸命に、状況を把握しようとしている。
ただ、勇敢な彼等も、頭数が揃わなければ、少年に敵わない。少年は、彼らの背後から忍び寄り、首筋に、刃こぼれした短剣をねじ込む。後半は、もはや戦いというより、作業のようだった。
　もういいか、と少年が速度を緩めた時だった。少年は、背筋に、チリチリと妙な感覚を感じた。少年の経験上、この感覚はよく当たった。
　少年が振り向く。砂煙の中、アガサに向かって猛然と突貫する影が有った。少年は目を細める。あの巨体。ギョームだ。もう、間に合わない。少年の足でも、無理だ。
　少年は、手に持った短剣を投げた。これが、最後の一本だった。そして、その一本を外した。ギョームが咄嗟に、身体を捻ったのだ。
（大した勘だよ）
　少年は舌を巻く。
　短剣は、ギョームの首を僅かに逸れ、肩当てに弾かれた。しかし、ギョームの突貫する速度が僅かに緩む。
　間一髪で間に合う。アガサに、抱き着いて、押し倒す。幸い、下は柔らかい砂だ。少年とアガサは、もつれるようにして地面を転がる。その上を、巨大な鉄塊、大剣が通り過ぎて行った。
「あなたの負けだ。剣を置いてください」
　起き上がりざま、少年は宣告する。それでも、ギョームは大剣を振るった。少年はアガサを抱えたまま、飛んで躱す。
　暴風のような連撃を、少年は何とか掻い潜る。
（鋭い……）
　今までやり合ったアッサリアの騎士の中で、一番、強い。おまけに少年は、素手だ。アガサを抱えたままでは、そう長くは持たない。
　ついに、ギョームの大剣が、アガサに掠った。彼女の羽織った風よけに、切れ込みが入る。恐怖に、驚きに、アガサの顔が歪む。
「……お前、殺すぞ」
　少年が呟く。それでも、ギョームは剣を振るい続ける。
　少年の足が、砂に取られた。
　横薙ぎの一撃。鉄の刃が、アガサの肩に触れる。あと、瞬き一つする間に、大剣はアガサにめり込む。すかさず、少年が自分の腕を、アガサと刃の間に挟みこんだ。切っ先が、少年の右腕に食い込む。
　筋肉の繊維の束が、ブチブチと絶たれていく。少年はその感覚に集中した。時間の流れがゆっくり感じられた。少しずつ、少しずつ、大剣が食い込む。
（…………ここっ！）
一瞬、ほんの僅かに、大剣が遅くなる。刃が少年の骨に達したのだ。少年は、この瞬間を逃さなかった。自分の骨を使って、大剣の軌道を逸らした。勢い余って、ギョームの身体が、泳ぐ。
（だいぶ、血をながしたなあ……）
　少年は、どこか他人事のように、身体の様子を確認した。彼にしてみれば、自分の身体も、短剣も、あまり違わない。抱えた、アガサの身体が熱い。彼女の息遣い、筋肉の震えが、伝わってくる。
「アガサ、ごめん」
　少年がアガサを、後ろに突き飛ばした。彼女が、砂原に転がる。少年は、アガサを背後に背負う形で、ギョームと対峙する。これでアガサの危険は減ったし、少年もある程度、自由に動ける。
少年の身体はひどく冷たかった。かなり血を流した。死がだいぶ近づいている。
だから何、って話だけどさ。少年は思う。
ギョームは剣先を少年に向けて、地面に水平に剣を構え、そのまま突貫した。鎧を着込んだ大男が、丸太のような剣を突き出して、突進してくる。
　少年は無手だ。しかし、少年の真後ろには、アガサが居た。彼が躱せば、アガサが轢き殺される。それが、ギョームの狙いだった。
「うおおおおお！」
　ギョームが怒声を上げる。大質量が迫ってくる。切っ先は真っすぐに、少年の喉元に伸びる。
　もちろん少年に、避けるつもりは無い。少年は、片足を強く踏み込み、膝近くまで、砂に埋めた。腰を低くし、重心を落とす。下半身が、石像の如く固定された。そのまま、腰に添えられた、左拳を、真上に振り抜いた。
少年の拳が、大剣の腹を捉えた。鈍く硬い音が響く。まるで、巨岩にでもぶつかったかのような音だった。大剣が、宙へ跳ね上げられ、ギョームの突進が止まる。
速度任せに、拳をぶつけるような、ただの打撃ではない。重心の移動、腰の捻り、関節のバネ、筋肉のしなり。全ての運動の勢いを、余すことなく、拳に集約させる。
　この特殊な打撃は、素振りするだけでも困難だ。それを、動いているものに当てようと思えば、少年でさえも不可能に近い。しかし、予め軌道が分かっているなら話は別だ。
　少年は、アガサを囮にしたのだ。アガサを背負うように立てば、ギョームは突っ込んでくると読んでいた。
　少年は、がら空きになったギョームの懐に飛び込んだ。拳は使えないので、鳩尾へ、膝蹴りを見舞う。
「くっ……」
　ギョームが地面に膝をついた。
続いて、腕に廻し蹴り。手の力が抜け、大剣を取り落とす。少年は、すかさずギョームの背後へと回る。体当たりで、地面に押し倒す。そのまま、ギョームの右腕を極めて、のしかかる。これで、無理に立とうとすれば、右腕は折れる。
　少年は、しばらくそのままでいた。そうして、流石に上がっていた息を、整えた。それから少年が訊く。
「ボクたちを殺そうとした理由は、見当がついています。魔法を隠したかったんですよね？」
「…………守り手殿の実力……見誤りましたな」
　太陽が一瞬、眩しく光る。それが最後の輝きだった。地平線に完全に沈む。西の空が、静かに赤く、染まっていた。風はとうの昔に止んでいたようだ。
「……殺さないのか？」
「もちろん、殺しますよ」
　少年は淡々と言う。
「だけど、その前に質問に答えてください。何故、魔法を隠したのですか？」
「……ご存知のはずだ。魔法がいかに強力であるのか」
「それは、もちろん。ただ、ボクたちと、歌姫と守り手と戦ってまでも、魔法を欲しかったのですか？」
「アッサリアは弱い」
「見た感じ、そんな事は無いと思いますけどね。豊かで、物に溢れている」
「金は有る。しかし、武力が無い」
「ああ、確かに」
　軍隊を維持するには、食料も、水も、場所も要る。その上、平時は完全なただ飯喰らいだ。この不毛の地に、大規模な軍隊を、常駐させる余裕は無い。
「アッサリアは、ここらの国の、便利な財布だ」
　アッサリアの外交方針は、要するに八方美人だ。武力がないから、どの国とも事を構えたくはない。そのため、どの国にも良い顔をする。
　それ自体は良い。しかし問題は、周辺で戦争が起こった時だ。
そうなれば、各国は、金の有るアッサリアから戦費を調達しようとするはずだ。ある二国が戦を起こしたとして、アッサリアにしてみれば、そのどちらも友好国なのだ。どちらかを援助する訳にはいかない。援助すれば、もう片方の国を裏切ったことになる。
ならば両方の国を援助するか、もしくはどちらの援助も断るか。その場合、両方の国を敵に回すかもしれない。
戦争を始める国が二国だけとは限らない。これが、複数の国同士の間で戦が起きたら、事態はますますややこしいことになる。
ただ、アッサリアが武力を持てば、金を要求されても拒否することができる。そもそも、どこの国にも良い顔をする必要が無くなる。
「……だとしても、魔法は、人間の意志で使って良いものではないんですよ」
「そんな事、誰が決めた」
「お気持ちは、分かりますけど」
「貴様には何も分からん」
「これでも、いろんな国を見て回っているんで」
「貴様には分からん。……帰る場所を持たぬ、名無し風情が！」
　その時、ギョームが少年を押しのけて、立ち上がった。
少年がギョッとする。彼は確かに、ギョームの右腕を極めていた。ギョームが立てるはずがない。
「お前」
少年が極めた腕は、肩までしかなかった。その腕は、肩ごと切断されていたのだ。鎖を編んで作った、鎧までも斬られている。
ギョームは左手に、細い剣を持っていた。彼は自ら、右腕を断ったのだ。身体と別れた右腕は、未だに暖かい。滑らかな切断面から、血が線になって垂れている。。
「アッサリアのために！」
ギョームの突き込み。
切り落とした腕と、流した血の分だけ、ギョームの身体は軽くなっていた。その突きは、今までで一番、速く、鋭い。切っ先が、アガサへと伸びる。
少年が、アガサとギョームの間に、割って入る。ギョームの突き出した腕を絡めとり、突きの勢いをそのままに、背負って投げる。
「アガサ！　平気？」
アガサが頷く。しぶとい相手だった。少年は額の汗を拭う。
ふと、少年は背後に殺気を感じた。
ギョームがよろよろと立ち上がろうとしていたのだ。しかし、立つことだけしか、できなかった。血を流し過ぎたのだ。右肩が、鎖骨の辺りから無くなっている。
荒々しく息をしながら、それでも少年を睨みつけている。
それも、長くは持たなかった。やがて、膝をつき、そして、倒れた。まだ生きているのか。しかし、もう助からないだろう。
だが、少年はしばらく構えを解けなかった。ギョームの死に様に感じたのは、恐怖だった。
アガサが、少年の顔をのぞき込んだ。
「……ご、ごめん。もう、終わったから」
少年が、ギョームの傍にしゃがみ込む。確かに死んでいた。それを確認すると、少年もその場に、寝転がりたくなった、がそうもいかない。
少年は、ギョームが持つ剣を、拾い上げた。それはアッサリア騎士たちが振り回していた大剣と比べると、遥かに華奢だ。針金のようだ。
ただ、刃の輝きは異常だ。
アガサが、少年の袖を引く。
「あ、ごめん」
　少年は、剣に見惚れていた。余りにも美しかった。視線をその切っ先から外すことが、、苦痛でさえあった。
「やっぱりこれ、魔法だよね？」
　アガサが頷く。だいたい、寝たままの姿勢で鎧ごと腕を切断するなんて、人間業じゃない。
「一応、確かめておこうかな……」
　少年は、亡骸になっていたギョームの、肩当てを剥がす。板金を叩いて整形してある。なかなかの逸品だ。アッサリア騎士団の団章が刻まれている。
　少年はそれに、切っ先を突き立てる。するりと、刃は、抵抗もなく刺さった。
「うわあ……」
　この切れ味。背筋がぞくぞくする。
無手であったことが、却って幸いしたのかもしれない。短剣を持っていたら、腕を絡めて投げるなんて、危なっかしい受け方はしなかったはずだ。より確実に、短剣で弾こうとして、魔法の剣に、短剣ごと貫かれていただろう。
（　やっぱり　魔法の　剣　）
「相変わらず、物騒な品だよ」
（　すごい　切れ味　）
「……まあ、それも有るけどさ」
　アガサが不思議そうな顔をする。
　少年は、この剣を持った時、戦う自分を想像した。このボクが、全てを切り裂く剣を持ったら。そんな想像をしてしまった。魔法の力に、呑まれかけたのだ。
　魔法を勝手に使ってはいけないことは、少年が一番、知っていた。
（　行こう　寒い　）
　アガサが言った。既に砂漠は、完全に夜の中に沈んでいた。しかし、砂漠の夜は、意外と明るい。なんせ雲一つ無いので、空は全面、星が張り付いている。
「そうだね」
　アガサが、少年に手を差し出す。少年はその手を取った。

４

　帰り道も、少年たちは騎士に襲われた。残党が、待ち伏せしていたのだ。不意を突かれたが、少年は難なく撃退した。精緻に組まれた陣形こそが、アッサリア騎士の強みだ。個々の力は、少年に遥かに劣る。苦し紛れの突撃など、手負いでも怖くない。　
「驚いたよ。あんなに、こっぴどくやられたのに、また襲ってくるなんて」
　アガサが頷く。
「鬼気迫るものが有るっているか、なんていうか……」
　ギョームの死に様が、思い浮かぶ。アッサリアを守るという意思が、騎士団の強さなのか。少年には無いものだった。
実際、少年は、ここまで危うい展開になるとは思っていなかった。訓練に参加して、そう判断した。ところが、いざ斬り合いになると、彼らは実力以上の力を発揮した。アガサに助けられなければ、死んでいた。
完全に読み違えた。アガサを危険に曝したことが、情けなかった。完全に少年の失敗だった。それも、だいぶ間抜けな類の失敗だ。
アガサが魔法を使えない事をバラすべきではなかった。もっと他にやりようが有った。少年は、その事ばかり考えていた。
魔法が使えないことがバレたのは自分のせいだ、とアガサに言うべきか、少年は迷った。自分の中だけで抱えているのが、辛かったからだ。しかし、思い留まった。
打ち明けて、アガサの信頼を無くす事が怖かったからだ。
「アガサ。ごめんな。危ない目に遭わせて」
　それだけ言う。アガサは、首を横に振った。
（　大丈夫　）
「……そう」
　少年の、ごめんの意味を、アガサは正しく理解していない。アガサは、少年が自ら騎士団に襲われるように仕組んだことを知らないからだ。それでも、少年の心は、幾分、軽くなってしまった。
（　それより　今日は　どこで　寝る　？　）
「あ、そうか。騎士団の宿舎は使えないのか……」
　少年たちは、結局、その辺の安宿に泊まった。流石に、騎士団の駐屯所には泊まれない。寝首を掻かれたら、笑えない。
（　ボロい　汚い　）
「……我慢してよ」
　貴族のような暮らしに慣れてしまったアガサは、普通の宿では満足できない様だった。
「明日か、明後日には出発するんだよ？　早く慣れないと、この先、大変だよ」
　アガサが、ため息をつく。ひゅー、と掠れた音がした。
　翌日、アッサリアの一角、泉の傍の料理屋で、長の会合が開かれていた。しかし、いつまで経ってもギョームがやってこない。商人の長、探鉱者の長、鍛冶師の長は首を傾げる。傾げながらも、卓上の料理はみるみる減っていく。
　そんな時、少年とアガサが現れた。
（　美味しそう　）
「……食べちゃダメだよ。ところで、皆さん、お土産です」
　少年が、卓上に、腕輪を置く。素材はただの鉄だが、凝った作りをしている。輪の内側に、剣の意匠が刻まれているのだ。それを見て、鍛冶師の長が言った。
「……それは、俺が作ったものだ。どこでそれを？」
「ギョームさんを殺して、奪いました」
　それからは、早かった。どうしようもないと悟った長たちは、潔く魔法の剣の隠し場所を白状した。
　それは、砂漠をしばらく歩いた所に有った。かつての坑道跡である。
「……魔法は、この先に有ります」
「分かりました。案内は任せます」
　少年は、案内の探鉱者の長の、手首を縛った。変な気を起こさないようにするためだ。いざとなったら、人質にしても良い。
　少年たちは、下へ、下へ、と坑道を降りていく。既に、帰る道は分からなくなっていた。そのくらい、坑道は入り組んでいた。
罠に嵌めるなら、もってこいだよな。少年は思う。一方で、アガサは楽しそうだ。自ら角灯を持っている。
「探検、気分なのね……」
　アガサが頷く。ふと、探鉱者の長が、立ち止まった。
「こちらです」
　目の前に、木製の扉が有った。比較的、新しそうだ。
「開けて、先に入ってください」
「……はい」
　長は、手首を縛られたままで、苦労しながら扉を開けた。
　その先に有ったのは、鍛冶場だった。設えを見れば、武器を造るための工房だと分かる。なるほど。こんな所に有ったら、見つからないはずだ。
「アガサ。どれが魔法？」
　アガサは首を振る。
（　全て　違う　）
　少年が長を睨む。
「……い、いや。ここに魔法は有る。嘘じゃない。おい！　出てこい！　早く！」
　すると、部屋の奥から、大男が現れた。面長で、ボサボサの長髪を後ろで一つに束ねている。大きなあくびを一つ。
「やー、どうも、シロウさん。そちらの人は？　っていうか、何で縛られてるんです？」
（　この人　魔法だ　）
　アガサが少年の袖を引っ張った。
「人が？」
　アガサが頷く。人が魔法を宿すことは、珍しいが、有りえない事でもない。
「あー、バレちゃったんスね」
　男が頭を掻く。パラパラとふフケが落ちた。
「あなたが、あの剣を打ったんですか？」
「そうスね。で、俺はどうすれば？」
「取り敢えず、すでに打ちあがっている剣を、見せてもらえますか？」
「こっちです」
　工房のさらに奥に、もう一部屋、有った。大小様々な剣が、棚に並んでいた。しかし、まともに使えそうな剣は、少年が思っていたより少ない。
「いやー、ちゃんとした、魔法の剣が打てるようになったの、最近なんスよ。それも、小さいやつばっかりで。騎士団が使うような、でっかい奴は、まだまだ打てそうにないかな」
　男が、今までで一番の出来だ、という剣を取り出した。確か昨日、ギョームが使っていた魔法の剣は、これくらいの大きさだったはずだ。
「これで、全部ですか？」
「そうっす」
「アガサ。どうしようか？」
（　剣を　打つ　所が　見たい　）
　アガサが、ちゃかちゃかと手を動かす。少年は、その旨を男に伝える。
「よござんす」
　男は、さっそく炉に火を入れた。煌々と燃え盛る、炎の赤色は、実は何種類もの赤が混ざっている。
「炎って凄いよね。俺、好きでさ」
　男が、炉の中を見つめながら言った。彼の顔を、炎が照らす。
「魔法について、どう思います？」
「別に。……できれば、自分の力で、名刀を打ちたかったかな。……いや。これも俺の実力なのか？　ま、どうでもいいけど」
　鍛冶が始まった。細長い鋼の板を、男は、炎に曝す。鋼はみるみるうちに、灼熱に染まった。
　男が、炉から鋼板を取り出す。それを、鎚で打ち始める。何度も、何度も、ひたすらに鎚を振るう。
　少年は、鎚を打つ響きが、妙に澄んでいることに気づいた。まるで、水晶を弾いているような、そんな音だ。しかも、毎回、音階が微妙に異なる。音の伸びも、一音一音、違うのだ。
（そうだ。これは音楽だ）
　少年は気づいた。彼は、横に立つアガサを、ちらりと見る。彼女は目を閉じて、鎚の奏でる音楽に聴き入っていた。
　魔法は、音楽によって記録され、それを奏でることで発現する。鎚と鋼がぶつかる度に生まれる音の、音階が、音質が、強弱が、織り成す旋律が、魔法を組み上げるのだ。
　アガサは熱心に、その音を聴いている。彼女は歌姫だから、一度聴けば、その音楽を完全に記憶する。ただ、声が出ないので、その旋律を再現することはできない。だから、魔法は使えない。
　今回は、鎚を打つ響きが、魔法を奏でていた。この刀工は、果てしない研鑽の末に、魔法を得たのか。それとも、持って生まれたものか。音を聴くだけでは分からない。
　鍛造は、その後も続いた。
　そろそろ日が暮れたんじゃないか。空は見えないけど。少年がそんな事を考えはじめたころ、アガサが目を開けた。
（　一周　した　もう　大丈夫　）
「そっか」
　男は、一心不乱に鎚を振るい続けていた。額を、玉のような汗が流れ落ちる。
（　後は　任せる　）
「……分かった」
　アガサだけ先に、工房を出た。少年としては、アガサから目を離したくなかったのだが、仕方ない。
刀工が槌を振るう。その度に、鋼の板から、澄んだ音が溢れ出す。少年は、もう少しこの音を聴いていたいと思った。
「……魔法は、人間の手に余るんですよ。残念だけど」
少年も、なるべく手早く後始末をすると、アガサの後を追った。

　５

　既に完成していた魔法の剣は、塩水に浸した。切れ味は神懸かっていたが、所詮は鉄である。当然、錆びるし、錆びたらまるで斬れない。その後は砂漠に捨てた。魔法の剣は、風に削られて、そのうち、大砂漠の一部になる。
　アガサと少年は、ルグルー大回廊を、南へと歩いていた。
（　疲れた　馬車に　乗り　たい　）
「そんなお金、無いって」
　商人にしてみれば、人間を運ぶより、香草やら、工芸品やらを、運んだ方が金になる。もちろん、アガサが大金持ちなら話は別なのだが。
「おんぶする？」
　アガサが首を振った。
（　嫌だ　バカ　）
「そう？　辛くなったら、いつでも言ってね」
　少年の膝の裏を、アガサが蹴っ飛ばした。
　それからしばらく、二人は無言だった。四六時中、一緒に居るのだ。喋ることも、尽きてくる。だから二人は、無言でいることがよくある。二人にとって、沈黙は苦にならない。
（　名前の　こと　気にして　いる　？　）
　ふと、アガサが言った。
「いや、別に。……何で？」
（　最近　何か　考えて　いた　から　）
　考えていたのは、別の事だった。アガサを危険に晒してしまったことだ。
「……いや。大丈夫だよ。名前の事は、気にしてない」
（　分かった　）
　少年は名前が無い。魔法で、名前を消されたからだ。頭の中から、名前を引っこ抜かれた。すると、芋づる式に、名前に関連するような記憶も、抜けていった。
　例えば、出身地とか、家族とか、恋人とか、年齢とか、前の職業とか、好きな食べものとか、口ずさんでいた歌とか、夢とか。そういうものが全部、抜けていった。
　読み書きや、計算、匙の使い方等は、覚えていた。しかし、自分の出自の事となると、何一つ分からない。
　守り手が、旅の途中で、歌姫を裏切らないようにするためだ。そして、守り手が歌姫を脅して、私欲のために魔法を使う事を防ぐためでもある。
　魔法を集めれば、やがて名前は返してくれるらしい。だから守り手は、歌姫を守り続けるしかないのだ。
[bookmark: _GoBack]「……いやね。アッサリア騎士団、強かったなって。最近、そのことを考えてた」
　名無し風情が、とギョームが叫んだ。彼はこうした背景を知っていたのだ。少年が無くしたようなものが、案外、アッサリア騎士団の強さなのかもしれない。
「危ない目に遭わせちゃったね」
　アガサが、少年の膝の裏を、蹴っ飛ばす。
（　大丈夫　だから　）
「ごめん、ごめん」
（　次は　もっと　水が　有る　ところが　いい　綺麗な　湖の　近く　で　魚を　食べたい　）
　アガサが饒舌に語る。暑いだろうに、チャカチャカと手を動かす。話題を逸らそうとしているのだ。そんな様子が、危険を招いた張本人にとっては、たまらない。
「……このまま行くと、ブドウの名産地だね」
　少年は、街で聞きかじった知識を口にした。
（　ブドウ酒　？　）
「有ると思うよ。そりゃね」
（　早く　行こう　）
　アガサの歩く速度が速くなる。
　少年は、自分が守り手になってから、ブドウ酒を飲んでいなかった事に気づいた。知識として、美味しいものだとは知っている。
「……ブドウ酒ね。ボクの好物なんだろうか」
　少年は知らないのだ。彼が何を愛し、何に幸せを感じ、何を求めたのか。そして、何故、声なき歌姫の守り手となったのかを。
いずれ、全てを思い出す時が来るかもしれない。ただ、今、分かっているのは、人よりも腕が立つことと、アガサをちょっと良いな、と思っていることくらいだった。
（　早く　早く　）
アガサが振り向いて、少年を急かす。
ルグルー大回廊も、もう半分を過ぎた。道は、真っすぐ南へと続いている。とりあえず、急いだところで、ブドウ園まで、あと七日以上も掛ることを言うべきか。少年は、アガサの後を追った。
